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本
日
（
二
〇
一
二
年
九
月
十
五
日
）
は
残
暑
厳
し
き
折
柄
、
こ
の
よ
う
に

多
数
の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回

の
第
5
回
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
研
究
大
会
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
を
立
て

ま
し
た
。
明
日
は
自
由
論
題
研
究
報
告
が
同
じ
こ
の
会
場
（
学
習
院
大
学
北

2
号
館
1
0
階
大
会
議
室
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
は
、

過
去
に
第
2
回
「
近
世
朝
廷
の
女
性
た
ち
」
と
第
3
回
「
近
世
の
天
皇
・
親

王
・
公
家
の
家
職
」
の
テ
ー
マ
を
立
て
て
行
い
ま
し
た
。
第
2
回
で
は
、
近

世
に
お
け
る
天
皇
家
の
女
性
と
、
女
院
、
女
官
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
女
性
史
・
家
族
史
の
論
点
に
も
迫
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
第
3
回
で

は
、
家
職
論
を
切
り
口
に
し
て
、
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
の
性
格
を
検
討
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
天
皇
の
存
在
を
家
職
論
と
し
て
分
析
し
、
つ
ぎ
に
、
土
御
門

家
を
中
心
に
公
家
の
家
職
を
、
さ
ら
に
有
栖
川
宮
家
の
書
道
の
家
職
と
青
蓮

院
宮
門
跡
の
書
道
の
家
職
を
対
比
的
に
捉
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
「
武
家
伝
奏
と
禁
裏
小
番
－
中
世
・
近
世
と
の
比
較
か
ら
」

の
タ
イ
ト
ル
を
立
て
、
室
町
幕
府
と
朝
廷
の
関
係
、
江
戸
幕
府
と
朝
廷
の
関

係
に
つ
い
て
検
討
し
、
両
時
代
の
違
い
を
探
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
解
明

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
換
言
す
れ
ば
、
中
世
・
近
世
権
力
構
造
の
比
較

研
究
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
や
み
く
も
に
大
き
な
課
題
の
比

較
研
究
を
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、
武
家
伝
奏
・
禁
裏
小
番
や
武
家
咤
近
衆

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
そ
れ
ら
が
果
た
し
た
役
割
や
関
係
を
実
態
的
に
描

く
中
で
、
室
町
幕
府
と
江
戸
幕
府
の
そ
れ
ぞ
れ
の
権
力
の
個
性
や
特
質
を
追

求
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
す
。
天
皇
の
存
在
は
、
室
町
・
江
戸
期
に
限
ら

ず
、
常
に
時
の
政
治
権
力
と
関
係
を
持
ち
続
け
て
お
り
、
現
在
進
行
形
の
問

題
と
い
え
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
し
て
、
日
本
歴
史
上
の
政
治

権
力
と
天
皇
と
の
位
置
関
係
を
解
明
す
る
大
き
な
課
題
に
接
近
で
き
る
よ
う
、

報
告
に
続
く
討
論
で
の
議
論
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
趣
旨
説
明
を
終

わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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